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「あかり」の赤外線観測は太陽系天体の熱放射をとらえるのに非常に適している。 我々は、「あかり」の液体ヘリウム冷却期間中
（Phase-1、2）における全天サーベイ観測、ヘリウム枯渇後（Phase-3）におけるポインティング観測のデータ解析を進め、
小惑星のサイズ・アルベドや、彗星の塵や惑星間塵の組成・サイズ分布に関して多くの知見を得た。これらの観測結果について紹介する。

●● 赤外線天文衛星「あかり」赤外線天文衛星「あかり」 ●「●「あかり」による太陽系小天体の観測（MP-SOSOS）

• 2006年2月22日打ち上げ（2011年1月現在も運用中）

• 高度700km 太陽同期極軌道

• 68.5cm冷却望遠鏡

• 遠赤外線サーベイヤー FIS（Far-Infrared Surveyor）：50～180μm

• 近・中間赤外線カメラ IRC（Infrared Camera）：1.8～26μm

●● PhasePhase--11 22における全天サーベイ観測における全天サーベイ観測

• Phase-1、2 （2006/05/08 – 2007/08/26）… 液体ヘリウム＋機械式冷凍機

- 全天サーベイ観測（FIS、IRC）

- 指向観測：214回

氷天体+小惑星 = 46回（22天体）、彗星 = 3回（3天体）、黄道光 = 165回

• Phase-3（2008/06/01 – 2010/02/15）… 機械式冷凍機のみ

- 指向観測：302回

小惑星 = 151回（69天体）、彗星 = 125回（36天体）、黄道光 = 26回

leading側
（地球の進行方向） 「 あ か り 」 中 間 赤 外 線 の

サーベイデータをもとに、
軌道が既知の小惑星について
大きさと反射率（アルベド）

●● PhasePhase--11、、22における全天サーベイ観測における全天サーベイ観測
「あかり」は、過去の衛星を越える感度と空間分解能で赤外線による無バイアスサーベイを行った。我々は、その観測データで得られた
全天の輝度分布から黄道光の空間分布を、抽出された点源カタログから小惑星のサイズ・アルベドのカタログを作成した。

黄道光の分布の計測 小惑星カタログの構築「あかり」の全天サーベイ
観 測 デ ー タ か ら 、 惑 星 間
空 間 に 広 く 分 布 し て い る
惑 星 間 塵 か ら 放 射 さ れ る
黄道光の輝度分布を調べた。
地球が１年間をかけて公転
するのに合わせて観測が行

メインベルト小惑星
（4,953個）

近地球型小惑星
（58個）

trailing側
（地球の進行と逆方向）

大きさと反射率（アルベド）
を決定した。その数は5,120
天体であり、これは従来使わ
れていた IRASの成果の2倍
にのぼる。

こ の 小 惑 星 カ タ ロ グ は 、
小惑星の衝突進化の過程や
小惑星帯における物質分布を
考 え る 上 で 重 要 で あ る 。
また、将来の小惑星探査や
サンプルリターンミッション
においても とも基礎的な

するのに合わせて観測が行
わ れ た こ と に よ り 、 そ の
大局的な構造と微細構造の
空 間 分 布 を 調 べ る こ と が
できる。

「 あ か り 」 の 黄 道 光 全 天
デ ー タ は 、 今 後 の 太 陽 系
探 査 や 太 陽 系 外 惑 星 系 の
研究にとって重要なだけで
なく、宇宙背景放射や銀河
系 内 の 拡 散 放 射 を 正 確 に 木星軌道

火星軌道
地球軌道

図1：9、18μmの黄道光全天マップ。惑星間塵雲の対称面が
黄道面（地球軌道面）に対して傾いているのが見えている。
黒い抜けは月干渉によるもの。

においてもっとも基礎的な
情報を提供することになる。

（Usui et al. 2011,  in preparation）

図2：「あかり」によって同定された小惑星の2006年2月22日
における黄道面上での分布。メインベルト・近地球型・木星
トロヤ群の各小惑星の検出に成功した。

とらえる際にも、前景放射
として分離するために欠く
ことのできない基礎テンプ
レ ー ト を 提 供 す る も の で
ある。これまで様々な分野
でIRASやCOBE/DIRBEの
結 果 に の み 依 存 し て い た
黄道光モデルを大幅に改訂
し 、 基 礎 テ ン プ レ ー ト と
して世界中に提供していく
ことになると期待される。

木星トロヤ群小惑星
（109個）

観測例が非常に限られていた彗星のCO2 分子の検出数をこれまでの約４倍に増やし、彗星のCO2 氷のH2O 氷に対する存在量から、原始
太陽系星雲での彗星核周辺の温度環境など物理情報の手がかりを得た。

（Pyo et al. 2010, A&A 523,  A53）

H2O

●● PhasePhase--３における指向観測（特に分光観測）３における指向観測（特に分光観測）

彗星の分光観測 彗 星 核 中 の 氷 か ら 昇 華 し て
く る 揮 発 性 物 質 の 大 部 分 を
占 め る H2O ・ CO2 ・ CO と
い っ た 主 要 分 子 、 あ る い は

を始めと た有機分 は

図4：彗星13天体について、近赤外線スペクトルの強度比から求めたCO2（左）
CO（右）の生成率のH2Oに対する混合比を、観測時点における彗星の日心距離に
対してプロットしたもの。

図3：ルーリン彗星（C/2007 N3）の近赤外線スペクトル（右）

（Ootsubo et al. 2011,  in preparation）
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CH4 を始めとした有機分子は、
近赤外線波長域に固有の振動
回 転 バ ン ド を 持 つ 。 こ れ ら
分 子 の 存 在 比 を 正 確 に 測 定
することは、原始太陽系星雲
中 で の 物 質 の 化 学 進 化 ・
微惑星形成過程を探る重要な
情報を得ることにつながる。

2.66(H2O) と 4.26(CO2)μm
付近の強度から、H2OとCO2

が彗星から大量に放出されて
さらに観測を行った36天体のうち、グリズム分光（R ～100 at
3 6 ）に関しては 13彗星のスペクトルを得ることができた

（Ootsubo et al. 2010, ApJL 717,  L66）

2, 3, 4μmの三色擬似カラー写真（左）。

（Okamura et al. 2011,  in preparation）

小惑星69天体の分光観測も行っており、現在鋭意解析中。

小惑星の分光観測

が彗星から大量に放出されて
い る こ と 、 ル ー リ ン 彗 星 は
他の彗星に比べ CO2 が少ない
ことがわかった。

3.6μm）に関しては、13彗星のスペクトルを得ることができた。
これらについて、H2O ・ CO2 ・ CO のガス生成率を求め存在比
を求めたところ、3AU以遠では彗星表面がH2O昇華温度より低い
ために、相対的にCO2・COの存在比が上がる傾向が見られた。
現在までの解析では、オールト雲彗星と木星族彗星の間で分子の
存在比に明確な違いは見られなかった。


